














































































































1。 はじめに

昭和 48年建設省告示第 2563号,第 2564号 ,第 2565号

の発令に基づき,当建材試験センターでは防災設備,機

器 (防 火戸,防火シャッター,防火ダンパー等)の漏煙

試験,作動試験を現在実施 しているが , これ ら火災に

対する防災設備,機器の防煙,作動性の規制は, ビル火

災における煙が空調ダク トや竪穴区画を伝わって拡散し,

惨事を招く一つの原因であったということの反省からで

ある。問題はいかにして煙の拡散を防止 し,避難を容易

にするかということになる。現在, ビル火災に対処する

方策として,避難 。誘導・消火などをシステム的に管理

(防災センター)す る考え方が一般化 しつつあるが,それ

らシステム系の末端現場機器の性能向上は当然要求され

てくる。

本稿ではこの認識のもとに,同告示第 2565号「ダンパ

ーとしての機能を確保するための構造基準」に規定され

た,漏煙試験の概要を紹介する。

2.試験装置

防火ダンパーの漏煙試験装置については,すでに本誌

VOL。 10,NQ H(1974)で述 べているが,建 設省告

示に従 って図-1に示すように,圧力箱,風量測定装置

(ベ ンチュリー管,熱線風速計),送 風機,風 量調整器,

圧力計から構成される。

試験装置の各構成機器については,次のような点に留

意する必要がある。

① 圧力箱は気密な構造とし,開 □部には試験体を現

場の取付方法に準じて取付けることができること。

② 送風機は静圧 20物 H20前 後,送風量が 30″Zttπ

以上のものであればよい。

③ 圧力調整機は圧力差を連続して調整でき,かつ一

定の圧力に保持できるものとする。

④ 圧力計は 01″″H20以 上の精度を有する傾斜型マ

ノメータ, または同等以上の精度を有するもの。

⑤ 風量測定装置はベンチュリー管,熱線風速計から

図― 1 防火ダンパー漏煙試験装置
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表-1 試験装置仕様

風量浜J定 装 置

風 量 調 整 器

開口部寸法 1,200

厚さ 2 3ππ鋼板製

ベンチュリー管 (計測部管径 ■00 ππ,

50 ππ)熱 線風速計 (リ ニアライザ付)

傾斜型マノメータ (1/10 ππH2 0)

圧力変換器 (差圧計)0～ 100 ππ H20

シロッコフアン(静圧 22ππЦρ ,風量
36れち寃れ )
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